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　○提　言
日本パラリンピック委員会委員長 河合　純一

『千葉教育』菜（No.690）
◆特集　外国児童生徒等教育の実際
○シリーズ　現代の教育事情
　千葉大学　名誉教授 新倉　涼子
　県立生浜高等学校　教諭 宮﨑　慎伍
　鎌ケ谷市立道野辺小学校　教諭 岡嶋　弘樹

○提言　
　土佐工業株式会社　代表取締役社長 柴田　久恵
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道　　標
　令和３年１月の中央教育審議会答申では、2020年
代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の
姿を「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最
適な学びと、協働的な学び」とし、「『協働的な学
び』において、同じ空間で時間を共にすることで、
お互いの感性や考え方等に触れ刺激し合うことの重
要性について改めて認識する必要がある。」として
いる。また、令和４年12月に改訂した生徒指導提要
では「学級・ホームルームは、児童生徒にとって、
学習や生活など学校生活の基盤となるものです。児
童生徒は、学校生活の多くの時間を学級・ホーム
ルームで過ごすため、自己と学級・ホームルームの
他の成員との個々の関係や自己と学級・ホームルー
ム集団との関係は、学校生活そのものに大きな影響
を与えることとなります。教員は、個々の児童生徒
が、学級・ホームルーム内でよりよい人間関係を築
き、学級・ホームルームの生活に適応し、各教科
等の学習や様々な活動の効果を高めることができる
ように、学級・ホームルーム内での個別指導や集団
指導を工夫することが求められます。」と示されて 
いる。

　本県においても、第３期千葉県教育振興基本計画
の施策１及び５の主な取組として「よりよい学習活
動を支える学校・学級づくりに向けた取組の充実」
を掲げており、千葉県教職員研修体系ではステー 
ジⅠ（成長期）の目標に「学級経営等で、可能性や
活躍の場を引き出す集団作りをしている。」と示し
ている。
　このように、学級経営は協働的な学びやよりよい
人間関係の構築など、学校生活の基盤となるもので
あり、すべての教職員が身に付けるべき力でもある。
一方、学級経営の内容は多岐にわたるとともに、学
校規模や児童生徒の状況、地域との関係等多種多様
であり、学級経営に悩んだり、困難を感じる教員も
多いと推察される。
　本号では、学級経営について有識者による解説や、
当センターの調査研究の概要を紹介する。また、担
任として悩みや困難を抱え、それらを克服すべく奮
闘している先生方など、様々な視点から「学級経営
を考える」について語っていただいた。一人一人の
先生方にとって、より良い学級経営の一助になれば
幸いである。


